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農業委員が改選されました 任期は、平成30年２月20日
までの３年間です。

農業委員は、農地法に基づく農地の売買や賃借
の許可、農地転用に関する意見、遊休農地（耕作
放棄地）の調査や指導をする行政機関です。当町
には17名の農業委員がおり、このたび選挙によ
り13名、選任により４名が選ばれました。 

【問】産業課・農業室　☎（56）2226
上段：農業委員氏名
下段：担当地区

会長 中野　暉 職務代理 髙畑秀行
崎平・青部 上長尾・高郷・長野松尾

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

久保　進
水川・尾呂久保・田野口

藤本親秀
向井・久保尾・原山

南　　昇
徳山

藤田博行
壱町河内・下泉・地名

筒井佳仙
上岸・前山・田代

柳三・坂京・洗富小幡

大村美也子
沢間・桑野山・寺馬
千頭・小長井・平栗

芦沢哲哉
接岨・奥泉・大谷
八木・小山・土本

野口直次
議会推薦

太田侑孝
議会推薦

鈴木國之
農業共済推薦

板谷隆輝
農協推薦

ここにも、一つの物語。
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川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

平成20年３月８日、川根本町エ
コツーリズムネットワーク

が設立されました。今年度で８年
目を迎えます。これまで活動にご
尽力いただいた皆さんに深く感謝
すると共に、今一度原点に立ち返
り、設立の趣意を確認しておきた
いと思います。

「川根本町は四季折々に変化す
る山々と大井川に育まれ、

優れた自然環境と独自の歴史・文化
などの地域資源に恵まれています。
私たちは、この豊富な資源に恵ま
れた地域をフィールドとして、地
域の魅力にふれあいながら環境
保全、観光振興、心身の癒しにつ
ながるエコツーリズムに取り組み
ます。そのためには、地域をフィー
ルドとして活動している私たちが
交流することにより活動を広げ、
持続的な取り組みにしていかなけ
ればなりません。そして、この取り

組みにより地域がさらに活性化す
ることを目指して『川根本町エコ
ツーリズムネットワーク』を設立
します」。

以上が設立趣意書の中身です。
７年という歳月の中、紆余曲

折ありながらも続けてこられたの
は、携わっている方々の根底にこ
れらの想いがあったからにほかな
りません。最近では「エコツー」と
いう言葉が町民の皆さんに浸透し
てきた実感もあります。

さてエコツーではこの度「川
根本町エコツーリズムネッ

トワーク応援団」制度を作りまし
た。ガイドやスタッフとして運営
に携わる会員とは別に、エコツー
の活動を応援していただくファン
クラブのようなものです。年会費
3,000円で、応援団員には参加費
割引や感謝祭参加などの特典が付
きます。リピーターの拡大、応援団

員と現会員の交流の場の確保、運
営費の確保などが目的です。町内
在住の方でも応援団員になってい
ただけますので、詳しくは事務局
までお問い合わせください。

町内町外問わず、たくさんの方
の応援をいただきながら、こ

の地にエコツーリズムを根付か
せ、100年先までもエコツーなら
びに川根本町が続いていくことを
切に願います。

２月末、視察研修で山梨県早川町
へ行きました。自分たちに足りな
いものは何かに気づき、目標が明
確になりました。

エコツーリズム推進
事業の地域コーディ
ネーター。川根本町
エコツーリズムネッ
トワークの事務局を
担当。５代目緑のふ
るさと協力隊員。
愛媛県出身。
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シーズン３

寝たきり等の方を対象に
歯科医師が訪問します。
　歯科医院への通院が、寝たきり等のため困難な方に対して、歯科医師が訪問して治療を
行う在宅での歯科診療の支援を行っています。詳しくはお問い合わせください。

▶対象者　川根本町に住む寝たきり又は寝たきりに準ずる者で、在宅歯科診療が可能な方
▶申し込み方法　 本庁福祉課・長寿介護室または総合支所・福祉介護室に備え付けの在宅

訪問歯科診療申込書を提出してください。
▶診療者　榛原歯科医師会の歯科医が伺います。
▶診療治療費　本人負担（事前調査費は町が負担します）

 【問】福祉課・長寿介護室☎（56）2224　福祉介護室☎（58）7071

役場の窓辺から yakuba no madobe kara
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